帝 銀 容疑者、 北海道の H 画伯の タイ ホ、 上京、 二十 

三日 上野 駅 到着 は 犯人 見物の 人出で 賑 つたそう だが、 

首実検で、 犯人ら しくない とき まると、 たった 一日で 

ガラリ と 人気が 変って、 今日 (八月 二十 五日) の 新聞 

は、 人権侵害、 にわかに H 画伯に 同情 あつまり、 警視 

庁 は 総攻撃 を くら つてい る。 

警視庁 に も 手落ち はあった。 タイ ホに 向った 警部補 

が 真犯人と 断言した こと、 特に タイ ホを 発表した こと 

が、 いけない。 これ を 発表した ことが 最大の 手落ちで 

あって、 一 警部補の 気負い立 つ た 個人的 発言の 如き は、 

さした る ことで はない。 容疑者 タイ ホを 公表 さえし な 



ければ、 警部補の 言い過ぎ 問題 は 起ら なか つたの だ。 

私 は 容疑者 タイ ホの 公表が あつたから、 たぶん 真 犯 

人だろう、 と 思った。 さもなければ、 公表す ると は、 

思われな いからで ある。 だから、 警部補が、 自分 は 真 

犯人 だと 思 つてい る、 と 断言して いるの は 当然 だと 

思った に ひきかえ、 藤 田 刑事 部長が、 たぶん 真犯人で 

はない、 と 否定し、 た y 疑点の 釈明 を もとめる ため 出 

頭 を もとめた だけで、 この 程度の 容疑者 は 他に も あり、 

これ を 真犯人と している わけで はない、 と 云って いる 

のに、 妙な 感じ をう けた。 むしろ、 腹立たし さ を 感じ 

た。 では、 なぜ、 容疑者の 指名 タイ ホを 公表した ので 



せない。 一人の 方 はヒゲ があって、 非常に 特徴の ある 

人 だから、 ハツ キリ 記憶に 残って いるが、 一人の 方 は、 

平凡な、 好人物ら しい 青年で、 どうしても、 シカ とわ 

からぬ。 翌日、 路上で、 その 人物ら しい 人に 会った。 

先方 も、 私 を 意識して いる 様子で、 ハ テナと 思った が、 

どうしても、 私に は 断定が つかない。 そして、 スレ 違つ 

てし まった。 それが 二 時間に わたって 対談した その 翌 

日の 出来事な ので ある。 

帝 銀の 場合に 於て は、 たかだか 十分ぐ らいの ことで 

あり、 私が 税務署 を 意識す る 如き 特別の 関心 を も つ て、 

銀行員た ちが Y J の 犯人に 注意 を さしむけ ていたと は 思 



まだし も、 警視庁の 態度に は、 必然性が あり、 合理 

性が あるので ある。 

先ず、 第一に、 H 画伯が、 二月 十日から、 北海道へ、 

現れ、 自宅へ 帰らない、 という こと。 

この 事件の 犯人が、 行方 をく らます 方法と して は、 

当然 こんな 方法が 用いられる 害で、 二月 十日 ごろと い 

うと、 人相 書な どが 廻って、 似た 人間が ャ タラと ひッ 

ばられ た 頃で はない かと 思われる が、 犯人が 逃げ だす 

とすれば、 先ず、 この頃 だとい うこと が 考えられる。 

警察が、 こういう 点へ 目 をつ ける の は 当然で、 こ、 に 

は 合理性が ある。 



かゝ つたこと は、 当然な 態度で、 七十 人 は 少なす ぎる 

ぐらいで ある。 

H 画伯が 、 写真 撮影 に 故意に シ カメ ッ面 をした とい 

うこと も 疑わしい ことで は あるが、 これ は 刑事の 主観 

的な 観察で も 有りうる から、 この 点で 容疑 を 強める 理 

由と はならない。 然し、 もしも 真犯人が 疑い を かけら 

れ、 写真 を うつされる 場合に は、 事実に 於て、 シ カメ ッ 

面 をした くなる のが 当然で、 この 点が 考慮され るの も 

不合理で はない。 

H 画伯が 護送され る 時の 態度が はじめて 放送され た 

時、 (メ ッタに 放送 をき かない 私が、 偶然に も、 この 放 



送 をき いたので ある) 車中に 上衣 を かぶって、 顔 を か 

くして いた、 という こと は、 たしかに 異様に 思われた。 

然し、 新聞記事 を 見る と、 本人の 意志が 顔 を かくさせ 

ている のか、 刑事 一行の 意志が 顔 を かくさせて いるの 

か、 判断に 苦しむ けれども、 本人が 顔 を かくした とす 

れば、 この 心理 は 奇妙で ある。 然し、 多くの 人間の 中 

に は、 色々 の 性癖の 人が あるの だから、 特殊 人の 特殊 

心理 を 考慮に おかなければ ならず、 心理学者が 当人の 

平常の 心理 を 観察して、 平常 このような 心理の 人なら、 

真犯人で なくと も、 このような 時には 顔 を かくした が 

るか も 知れぬ、 という 点 を 一 応 つきとめるべき だろう。 



一般的に 云って、 顔 を かくすの は、 おかしい。 水 戸の 

容疑者が ヘイ チヤ ラな顔 をして、 ァァ、 帝 銀の 問題で 

すか、 と 笑って 云った というの は、 真犯人で なければ、 

それが 当然そう あるべ きこと なので ある。 

私 は、 H 画伯が 真犯人 か、 どうか、 それ を 論じて い 

るので はない ので ある。 私な どに、 そんな こと を 論じ 

うる 能力が あるべき もので はな い。 

た >、 私の 言いたい こと は、 H 画伯に は、 ともかく、 

容疑 を かけられて 然るべ き 合理性が あった。 金の 出 所 

とか、 松 井 名刺の 行方と か、 二月 十日から 他出した こ 

と、 か、 それに 明確な 解答が 与えられざる 限り、 容疑 



を かけられ るの は 自然で、 そこに は、 不合理 はない の 

である。 

首実検な どと いう、 原始、 素朴、 文化 以前の 方法に 

殆ど 信頼 の 大半 を かけて いる ジャ— ナ リズム の 軽薄 さ 

を、 指摘したかった ので ある。 

然し、 警察 も、 大いに 責めら るべき だ。 首実検が、 

かく 人々 に 信頼 さる、 に 至った の も、 元はと いえば、 

当局の つくった 似顔絵と いう 反 文化的 方法に、 責任が 

あるから だ。 

又、 当局 は、 アリバイ、 という こと を 云う。 半年 以 

上 もた つてい るのに、 アリバイ なんか V、 何の 役に立 



つもの か。 アリバイ というの は、 事件 後、 せいぜい 一 

週間ぐ らいが 生命で、 半年 前に 何 をした か、 忘れて い 

るに 極つ ている。 

容疑 薄れる と 見る や、 ガラリ と 一変して、 人権 を 論 

じ、 当局 をせ める ジャ— ナ リズムの 正義感、 これ 又、 

滑稽 そのもの である。 

人食い 事件 を 創作した の も、 新聞で はない か。 水 戸 

の 容疑者 を 騒ぎた てた の も、 新聞で はない か。 太宰情 

死 を 社会問題 として 騒ぎた てた の も、 新聞で はない か _ 

一方に 自分で 騒ぎた てながら、 同じ 新聞の 論説め いた 

欄で、 文士の 情死な ど 騒ぎた てる 世相 は 苦々 しいな ど 



と、 自分で やって おきながら、 責任 を 人に 押しつけて 

いるので ある。 どこに 良心が あるので あるか。 新聞 以 

外の 他の いかなる 職業に 於ても、 一方に 右 を 指し、 一 

方に 左 を さして、 恥な きこと は 許されぬ。 新聞 だけが、 

それ を 行って、 恬 として、 恥じる ところがな いので あ 

る。 

言論の 自由と 称し、 報道の 責務と 称し、 その美 名 や 

権力 を 濫用す る もの、 新聞の 如き もの はない。 新聞の 

犯人 製造 は 日常の ことで はない か。 

容疑者 H 画伯 を 衆人に さらす、 人権 ジ ユウ リンで は 

ないか。 然リ、 たしかに、 人権 ジ ユウ リンで ある。 た 



しかに、 よろしくない。 隠したい ハジ を あばく のが 良 

くない ことであるなら、 太宰の 死体 だって、 撮影し よ 

うと しないの が 本当で はない か。 彼の 破りす てた 遺書 

など を、 発表 しないの が 本当で はない か。 第一、 H 画 

伯の 顔 を 衆人に さらす のが ィケ ないなら、 その 写真 を 

新聞に のせなければ 良 いで はない か。 

新聞 は 報道 だけで よろしい の だ。 だから、 H 画伯の 

写真 はの せても よろしい のです。 慎し むべき は、 軽薄 

なる 正義感で ある。 正義と いう もの は、 深く、 正確な 

合理 を 重ねて 論ぜら るべき もので、 その 日 その 日の ネ 

タ とりの 如き 心で、 とりあげて 論ずべき もので はない 
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